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一　

緒　

言

　

享
保
十
年
（
一
七
二
五
）
十
月
豊
竹
座
初
演
『
大
仏
殿
万
代
石
楚
』。
作
者
は
西
沢
一

風
と
田
中
千
柳
。浄
瑠
璃
正
本（
七
行
本
）の
内
題
下
、こ
の
順
に
並
べ
て
記
さ
れ
て
い
る
。

三
段
目
の
「
花
菱
屋
」
と
「
日
向
島
」
は
、『
嬢
景
清
八
島
日
記
』
の
外
題
で
上
演
さ
れ

る
文
楽
現
行
曲
で
あ
る
。

　

延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
五
月
豊
竹
座
初
演
『
増
補
大
仏
殿

礎
』（
以
下
『
増
補
大

仏
殿
』）。
作
者
は
浅
田
一
鳥
と
豊
岡
珍
平
。
浄
瑠
璃
正
本
（
七
行
本
）
の
本
文
末
、
こ

の
順
に
並
べ
て
記
さ
れ
て
い
る
。

　

浄
瑠
璃
正
本
『
増
補
大
仏
殿
』
の
作
者
署
名
の
前
に
は
、「
故
文
耕
堂
之
述
作
／
四
五

ニ
新
作
ヲ
加
ヱ
之
ヲ
補
フ
」
と
の
付
記
が
あ
る
。

　

『
増
補
大
仏
殿
』
で
は
、
原
作
『
大
仏
殿
万
代
石
楚
』
の
四
段
目
と
五
段
目
が
改
作

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
外
題
で
謳
う
「
増
補
」
の
謂
で
あ
る
。
付
記
の
二
行
目
「
四
五

ニ
新
作
ヲ
加
ヱ
之
ヲ
補
フ
」
は
作
品
の
内
容
に
即
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
『
大
仏
殿

万
代
石
楚
』
を
「
故
文
耕
堂
之
述
作
」
と
す
る
記
述
は
、
研
究
者
の
間
で
は
、
か
ね
て

か
ら
不
可
解
な
も
の
と
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　

「
故
文
耕
堂
」
の
文
耕
堂
と
は
、
主
に
享
保
・
元
文
期
（
一
七
一
六

−

四
〇
）
の
大

坂
で
活
躍
し
た
浄
瑠
璃
作
者
で
あ
る
。『
大
仏
殿
万
代
石
楚
』
の
翻
刻
を
収
録
す
る
『
西

沢
一
風
全
集
』
第
六
巻
は
、
そ
の
解
題
（
担
当
：
大
橋
正
叔
）
で
『
増
補
大
仏
殿
』
に

触
れ
、「
本
作
（
引
用
者
注
『
大
仏
殿
万
代
石
楚
』）
の
作
者
で
な
い
竹
本
座
の
作
者
文

耕
堂
松
田
和
吉
の
述
作
と
本
作
を
す
る
こ
と
に
つ
て
は
未
詳
。」
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
書
同
巻
所
収
の
「
年
表
」（
浄
瑠
璃
作
品
担
当
：
神
津
武
男
）
で
は
、『
増

補
大
仏
殿
』
の
項
を
設
け
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

な
お
「
故
文
耕
堂
之
述
作
」
と
す
る
が
、原
作
者
は
西
沢
一
風
と
田
中
千
柳
で
あ
る
。

豊
竹
座
初
演
作
品
の
改
作
再
演
に
あ
た
っ
て
、
原
作
者
に
竹
本
座
の
作
者
名
を
挙

げ
た
事
例
と
し
て
は
「
曽
我
昔
見
台
」
も
あ
り
、
そ
の
慣
習
の
ひ
と
つ
と
み
る
が
、

こ
の
よ
う
な
処
理
を
加
え
る
理
由
は
判
ら
な
い
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
内
山
美
樹

子
氏
は
「
一
体
、
享
保
十
年
以
後
の
豊
竹
座
作
者
に
は
、
近
松
を
始
め
竹
本
座
の

先
輩
作
者
に
敬
意
を
表
し
、
自
家
の
先
輩
を
軽
ん
ず
る
傾
向
が
露
骨
で
あ
る
。」
と

指
摘
し
て
い
る
（「「
国
性
爺
合
戦
」
と
「
曽
我
会
稽
山
」」、
同
氏
著
『
浄
瑠
璃
史

の
十
八
世
紀
』
参
照
）。

「
故
文
耕
堂
之
述
作
」
訛
伝
考

飯　
　

島　
　
　
　
　

満

　

故
文
耕
堂
之
述
─

作　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浅
田
一
鳥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

作
者

　

四
五

ニ
加

ヱ二
新
─

作
ヲ一

補
フレ

之
ヲ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
岡
珍
平
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『
西
沢
一
風
全
集
』
は
「
故
文
耕
堂
之
述
作
」
と
の
記
述
に
つ
い
て
、「
未
詳
」「
理

由
は
判
ら
な
い
」
と
す
る
。
そ
の
一
方
で
、
内
山
美
樹
子
『
浄
瑠
璃
史
の
十
八
世
紀
』

を
参
照
し
て
い
る
。

　

豊
竹
座
の
作
者
が
「
竹
本
座
の
先
輩
作
者
に
敬
意
を
表
し
、
自
家
の
先
輩
を
軽
ん
ず

る
傾
向
」
を
示
す
事
例
と
し
て
『
浄
瑠
璃
史
の
十
八
世
紀
』
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、

享
保
十
九
年（
一
七
三
四
）六
月
豊
竹
座『
曽
我
昔
見
台
』（
正
本
内
題
下
に「
近
松
氏
作
」）

と
寛
延
四
年
（
一
七
四
七
）
十
月
肥
前
座
『
い
ろ
は
日
蓮
記
』（
本
文
末
に
「
古
人
近
松

門
左
衛
門
作
」）
の
二
作
品
で
あ
る
。
そ
の
当
該
箇
所
の
後
注
で
『
増
補
大
仏
殿
』
本
文

末
の
付
記
を
引
用
す
る
。
近
松
門
左
衛
門
だ
け
で
な
く
、
文
耕
堂
も
ま
た
敬
意
を
表
す

べ
き
「
竹
本
座
の
先
輩
作
者
」
と
し
て
遇
さ
れ
て
い
た
と
の
指
摘
で
は
あ
る
の
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
そ
の
目
的
や
理
由
に
ま
で
は
言
及
し
て
い
な
い
。

　

さ
ら
に
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
だ
説
も
あ
る
。
岩
波
書
店『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』「
大

仏
殿
万
代
石
楚
」
項
（
執
筆
：
内
山
美
樹
子
）
は
、『
増
補
大
仏
殿
』
の
付
記
に
つ
い
て

「
増
補
作
者
浅
田
一
鳥
・
豊
岡
珍
平
が
、
本
作
の
作
者
を
同
じ
景
清
物
の
『
壇
浦
兜
軍
記
』

（
文
耕
堂
・
長
谷
川
千
四
）
と
混
同
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
す
る
。

　

本
稿
の
目
的
は
、『
増
補
大
仏
殿
』
本
文
末
の
付
記
「
故
文
耕
堂
之
述
作
」
に
つ
い
て
、

関
連
す
る
問
題
点
を
整
理
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　
　
　

二　

松
田
和
吉
（
文
耕
堂
）
の
署
名
作

　

浄
瑠
璃
作
者
と
し
て
の
文
耕
堂
に
つ
い
て
は
、
そ
の
作
者
署
名
を
根
拠
に
関
与
を
確

定
で
き
る
浄
瑠
璃
正
本
が
現
時
点
で
二
五
作
確
認
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
掲
出
す
る
。

　

◎
は
単
独
作
、
○
は
合
作
な
が
ら
も
立
作
者
だ
っ
た
作
品
で
あ
る
。

　

◎
享
保
5
年
頃　
　
　

『
河
内
国
姥
火
』

　

◎
享
保
7
年
9
月　
　

『
仏
御
前
扇
軍
』　　
　
　

近
松
門
左
衛
門
添
削

　
　

享
保
8
年
2
月　
　

『
大
塔
宮
曦
鎧
』　
　
　
　

近
松
門
左
衛
門
添
削

　

◎
享
保
15
年
2
月
以
前
『
梅
屋
渋
浮
名
色
揚
』

　
　

享
保
15
年
2
月　
　

『
三
浦
大
助
紅
梅
靮
』

　
　

享
保
15
年
8
月　
　

『
信
州
姨
拾
山
』

　

○
享
保
15
年
11
月　
　

『
須
磨
都
源
平
躑
躅
』

　

○
享
保
16
年
9
月　
　

『
鬼
一
法
眼
三
略
巻
』

　
　

享
保
17
年
4
月　
　

『
増
補
用
明
天
皇
職
人
鑑
』
増
補
者
文
耕
堂
・
長
谷
川
千
四

　

○
享
保
17
年
9
月　
　

『
壇
浦
兜
軍
記
』

　

◎
享
保
18
年
4
月　
　

『
車
還
合
戦
桜
』

　

◎
享
保
19
年
2
月　
　

『
応
神
天
皇
八
白
幡
』

　

◎
享
保
20
年
1
月　
　

『
元
日
金
歳
越
』

　
　

享
保
20
年
9
月　
　

『
甲
賀
三
郎
窟
物
語
』

　

○
享
保
21
年
2
月　
　

『
赤
松
円
心
緑
陣
幕
』

　

○
元
文
1
年
5
月　
　

『
敵
討
襤
褸
錦
』

　

○
元
文
1
年
10
月　
　

『
猿
丸
太
夫
鹿
巻
毫
』

　

○
元
文
2
年
1
月　
　

『
御
所
桜
堀
川
夜
討
』

　

○
元
文
3
年
1
月　
　

『
行
平
磯
馴
松
』

　
　

元
文
3
年
8
月　
　

『
小
栗
判
官
車
街
道
』

　

○
元
文
4
年
4
月　
　

『
ひ
ら
か
な
盛
衰
記
』

　

○
元
文
5
年
4
月　
　

『
今
川
本
領
猫
魔
館
』

　

○
元
文
5
年
7
月　
　

『
将
門
冠
合
戦
』

　

○
元
文
6
年
1
月　
　

『
伊
豆
院
宣
源
氏
鑑
』

　

○
寛
保
1
年
5
月　
　

『
新
う
す
ゆ
き
物
語
』

　

正
本
の
署
名
は
、
当
初
は
「
松
田
和
吉
」
を
、
享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）
二
月
『
三

浦
大
助
紅
梅
靮
』
か
ら
は
「
文
耕
堂
」
を
用
い
て
い
た
（
後
述
）。
正
本
の
署
名
位
置
に
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よ
り
、『
大
塔
宮
曦
鎧
』『
甲
賀
三
郎
窟
物
語
』『
小
栗
判
官
車
街
道
』
の
立
作
者
は
初
代

竹
田
出
雲
、『
三
浦
大
助
紅
梅
靮
』『
信
州
姥
拾
山
』
は
長
谷
川
千
四
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
内
、『
梅
屋
渋
浮
名
色
揚
』
を
除
く
二
四
作
は
、
番
付
や
浄
瑠
璃
正
本
の
奥

書
等
を
根
拠
に
、
大
坂
竹
本
座
で
初
演
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
。

　

『
梅
屋
渋
浮
名
色
揚
』
に
つ
い
て
、『
義
太
夫
年
表　

近
世
篇
』（
以
下
『
近
世
篇
』）

は
竹
本
座
初
演
と
す
る
。
た
だ
し
、
番
付
等
を
含
め
上
演
に
関
わ
る
資
料
が
伝
わ
ら
な

い
の
で
竹
本
座
初
演
作
と
の
断
定
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
事
実
、
竹
本
座
と
は
別

の
芝
居
で
初
演
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
す
る
説
も
あ
る

（
一
）。

し
か
し
、『
梅
屋
渋

浮
名
色
揚
』
が
竹
本
座
の
初
演
作
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
享
保
・
元
文
期
を
中
心

に
活
躍
し
た
文
耕
堂
松
田
和
吉
を
竹
本
座
の
浄
瑠
璃
作
者
で
あ
っ
た
と
み
な
す
こ
と
に

異
論
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

豊
竹
座
で
の
初
演
作
『
大
仏
殿
万
代
石
楚
』
を
「
故
文
耕
堂
之
述
作
」
と
す
る
浄
瑠

璃
正
本
『
増
補
大
仏
殿
』
本
文
末
の
付
記
は
、
文
耕
堂
が
竹
本
座
の
作
者
で
あ
っ
た
こ

と
に
加
え
、
そ
も
そ
も
浄
瑠
璃
正
本
『
大
仏
殿
万
代
石
楚
』
の
内
題
下
に
は
西
沢
一
風

と
田
中
千
柳
の
二
人
が
作
者
と
し
て
明
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
、
き
わ
め
て
不
可
解
な

も
の
な
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
専
門
研
究
者
は
と
も
か
く
、
文
耕
堂
の
一
般
の
知
名
度
は
決
し
て
高
い

と
は
い
え
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
例
え
ば
吉
川
弘
文
館
『
国
史
大
辞
典
』。
索
引
を

含
め
全
一
五
巻
（
一
七
冊
）、
今
な
お
最
大
規
模
の
国
史
辞
典
で
あ
る
。
そ
の
「
人
形
浄

瑠
璃
」
項
（
執
筆
：
西
山
松
之
助
）
で
は
、
近
松
門
左
衛
門
の
次
の
世
代
の
浄
瑠
璃
作

者
と
し
て
「
竹
田
出
雲
・
三
好
松
洛
・
文
耕
堂
・
長
谷
川
千
四
・
並
木
千
柳
」
を
挙
げ
る
。

ご
く
穏
当
な
人
選
な
が
ら
、
こ
の
五
人
の
中
で
、
文
耕
堂
松
田
和
吉
だ
け
が
単
独
で
立

項
さ
れ
て
い
な
い
。知
名
度
の
低
さ
と
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。あ
る
い
は
、

文
耕
堂
に
は
明
ら
か
な
伝
記
的
な
事
実
が
ほ
と
ん
ど
無
い
（
後
述
）。
歴
史
辞
典
に
立
項

さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
そ
う
し
た
事
情
に
よ
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

い
う
ま
で
も
な
く
、
古
典
芸
能
や
古
典
文
学
の
研
究
者
か
ら
は
、
十
分
に
丁
重
な
扱

い
と
は
い
わ
ざ
る
も
、
相
応
な
評
価
は
受
け
て
き
た
と
い
え
る
。

　

博
文
館
『
続
帝
国
文
庫
』
で
は
『
文
耕
堂
浄
瑠
璃
集
』（
明
治
三
十
三
年
十
一
月
刊
）

が
編
ま
れ
て
い
る
。
古
典
文
学
や
伝
統
芸
能
関
連
の
辞
書
類
で
は
、「
文
耕
堂
」
を
単
独

項
目
と
し
て
立
て
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。
現
代
（
平
成
末
年
現
在
）
に
お
い
て
も
、
東

京
の
国
立
小
劇
場
お
よ
び
大
阪
の
国
立
文
楽
劇
場
で
人
形
浄
瑠
璃
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
た
こ
と
の
あ
る
文
耕
堂
関
連
品
は
、
復
曲
上
演
を
含
め
る
と
、『
大
塔
宮
曦
鎧
』『
三

浦
大
助
紅
梅
靮
』『
須
磨
都
源
平
躑
躅
』『
鬼
一
法
眼
三
略
巻
』『
壇
浦
兜
軍
記
』『
敵
討

襤
褸
錦
』『
御
所
桜
堀
川
夜
討
』『
ひ
ら
か
な
盛
衰
記
』『
新
う
す
ゆ
き
物
語
』
の
九
作
を

数
え
る
。
歌
舞
伎
で
上
演
さ
れ
る
外
題
も
含
ま
れ
て
い
る
。
等
閑
視
で
き
な
い
浄
瑠
璃

作
者
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　
　

三　

松
田
和
吉
（
文
耕
堂
）
に
関
わ
る
事
跡

　

文
耕
堂
個
人
に
つ
い
て
確
定
で
き
る
事
跡
は
極
め
て
少
な
い
。
閲
歴
に
関
連
す
る
事

柄
は
、
多
く
が
「
状
況
証
拠
」
に
基
づ
く
推
測
ば
か
り
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　

署
名
の「
文
耕
堂
」。
こ
れ
は
い
か
に
も
号
で
あ
る
。
で
は「
松
田
和
吉
」は
筆
名
だ
っ

た
の
か
。
新
潮
社
『
改
訂
増
補
日
本
文
学
大
辞
典
』「
文
耕
堂
」
項
（
執
筆
：
守
随
憲
治
）

は
通
称
と
す
る
。
平
凡
社
『
演
劇
百
科
大
事
典
』
の
同
項
（
執
筆
：
園
田
民
雄
）
は
松

田
を
本
姓
と
す
る
。
岩
波
書
店
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
の
同
項
（
執
筆
：
横
山
正
）

は
本
名
と
す
る
。
い
ず
れ
も
辞
書
の
項
目
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
は
致
し
方
が
な
か
っ
た

こ
と
と
は
い
え
、
根
拠
ま
で
は
提
示
さ
れ
て
い
な
い
。
筆
名
ら
し
か
ら
ぬ
字
面
か
ら
の

推
測
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

他
方
、
他
の
浄
瑠
璃
作
者
た
ち
の
署
名
、
長
谷
川
千
四
、
並
木
宗
輔
（
宗
助
）、
為
永

太
郎
兵
衛
等
々
に
つ
い
て
は
、
本
名
と
は
み
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
（
本
名
が

判
明
し
て
い
る
近
松
門
左
衛
門
や
紀
海
音
等
々
は
不
問
）。
浄
瑠
璃
正
本
に
記
さ
れ
た
署

名
の
中
で
「
松
田
和
吉
」
だ
け
を
本
名
あ
る
い
は
本
姓
と
決
す
る
に
は
、
そ
れ
な
り
の
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根
拠
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
同
時
に
「
松
田
和
吉
」
が
筆
名
で
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
理
由
も

無
い
。
一
時
期
、
歌
舞
伎
作
者
に
転
じ
て
い
た
折
に
も
「
松
田
和
吉
」
を
名
乗
っ
て
い

る
（
後
述
）。
筆
名
で
あ
っ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

浄
瑠
璃
正
本
に
記
さ
れ
た
署
名
の
名
義
は
、
享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）
二
月
『
三

浦
大
助
紅
梅
靮
』
か
ら
は
「
文
耕
堂
」
を
用
い
て
い
る
。
一
方
で
、
同
年
十
一
月
『
須

磨
都
源
平
躑
躅
』
に
は
初
演
番
付
が
現
存
し
て
お
り
、
そ
こ
で
は
「
上
る
り
作
者
」
と

し
て
松
田
和
吉
と
長
谷
川
千
四
を
掲
げ
る
（『
近
世
篇
』
参
照
）。『
須
磨
都
源
平
躑
躅
』

正
本
（
七
行
本
）
の
署
名
は
、
文
耕
堂
と
長
谷
川
千
四
で
あ
る
。
番
付
が
正
本
の
名
義

で
は
な
く
、
以
前
の
松
田
和
吉
を
採
用
し
て
い
た
理
由
は
判
然
と
し
な
い
。
竹
本
座
復

帰
後
（
後
述
）、
最
初
の
立
作
者
と
な
っ
た
の
が
本
作
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
と
関
連
し

て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
文
耕
堂
を
松
田
和
吉
の
別
号
と
み
な
す

こ
と
に
問
題
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

初
期
作
品
の
『
仏
御
前
扇
軍
』
と
『
大
塔
宮
曦
鎧
』
は
、
近
松
門
左
衛
門
の
添
削
を

経
て
い
る
。
そ
の
事
実
か
ら
、
文
耕
堂
松
田
和
吉
は
近
松
門
左
衛
門
直
系
の
浄
瑠
璃
作

者
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
師
事
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
。

　

生
年
は
未
詳
だ
が
、
歿
年
に
つ
い
て
は
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
頃
と
さ
れ
て
い
る
。

同
年
五
月
竹
本
座
初
演
『
新
う
す
ゆ
き
物
語
』
が
、
文
耕
堂
の
作
者
署
名
の
あ
る
最
後

の
浄
瑠
璃
正
本
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　

歿
年
に
関
連
し
て
、
ひ
と
つ
気
に
な
る
興
行
記
録
が
あ
る
。『
新
う
す
ゆ
き
物
語
』
が

初
演
さ
れ
た
寛
保
元
年
、
同
年
の
九
月
以
前
に
『
ひ
ら
か
な
盛
衰
記
』
が
大
坂
竹
本
座

で
上
演
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。『
浄
瑠
璃
譜
』に
筆
写
さ
れ
た『
ひ
ら
か
な
盛
衰
記
』

の
番
付
、
そ
の
役
割
か
ら
年
代
考
証
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（『
近
世
篇
』
参
照
）。
こ
の

興
行
が
気
に
か
か
る
理
由
は
、
文
耕
堂
の
関
連
諸
作
品
の
大
坂
竹
本
座
で
の
再
演
記
録

と
し
て
は
、
脇
作
者
で
あ
っ
た
『
大
塔
宮
曦
鎧
』（
享
保
十
四
年
六
月
『
新
板
大
塔
宮
』

は
『
大
塔
宮
曦
鎧
』
の
外
題
替
）
と
い
わ
ゆ
る
見
取
り
上
演
を
除
け
ば
、
最
も
早
い
も

の
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
次
ぐ
の
が
、
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
十
一
月
竹
本

座
『
ひ
ら
か
な
盛
衰
記
』
で
あ
り
、続
い
て
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
七
月
竹
本
座
『
敵

討
襤
褸
錦
』、
同
六
年
六
月
『
鬼
一
法
眼
三
略
巻
』
と
な
る
。

　

寛
保
元
年
五
月
初
演
の
『
新
う
す
ゆ
き
物
語
』
が
文
耕
堂
の
絶
筆
で
あ
り
、
な
お
か

つ
寛
保
元
年
九
月
以
前
の
『
ひ
ら
か
な
盛
衰
記
』
上
演
が
事
実
で
あ
り
、
し
か
も
同
年

五
月
以
降
に
行
わ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
興
行
は
文
耕
堂
の
追
善
を
目
的
と
す
る

も
の
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
延
享
元
年
十
一
月
の
『
ひ
ら
か
な
盛
衰
記
』
は
番
付

が
現
存
し
て
お
り
、
浄
瑠
璃
正
本
も
上
演
に
併
せ
て
再
版
さ
れ
て
い
る
（『
近
世
篇
』
参

照
）。
こ
の
延
享
元
年
十
一
月
こ
そ
が
正
規
の
『
ひ
ら
か
な
盛
衰
記
』
再
演
だ
っ
た
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。

　

生
歿
年
は
未
詳
な
が
ら
、
活
躍
の
時
期
か
ら
は
近
松
門
左
衛
門
以
後
、
そ
し
て
二
代

目
竹
田
出
雲
や
三
好
松
洛
よ
り
は
前
の
世
代
に
属
す
る
作
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。
生
歿
年
が
判
明
し
て
い
る
竹
本
座
の
作
者
（
推
定

（
二
）

を
含
む
）
は
以
下
の

通
り
で
あ
る
。

　
　

近
松
門
左
衛
門　
　
　

承
応
2
年
（
一
六
五
三
）−

享
保
10
年
（
一
七
二
五
）

　
　

長
谷
川
千
四　
　
　
　

元
禄
2
年
（
一
六
八
九
）−

享
保
18
年
（
一
七
三
三
）

　
　

竹
田
出
雲
（
二
代
目
）
元
禄
4
年
（
一
六
九
一
）−

宝
暦
6
年
（
一
七
五
六
）

　
　

三
好
松
洛　
　
　
　
　

元
禄
12
年
（
一
六
九
九
）−

明
和
9
年
（
一
七
七
二
）
頃

　

文
耕
堂
が
寛
保
元
年
に
享
年
六
十
五
だ
っ
た
と
仮
定
す
る
と
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）

生
れ
、享
年
六
十
と
し
て
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）、享
年
五
十
五
と
し
て
貞
享
四
年
（
一

六
八
七
）
と
な
る
。
さ
ら
に
引
き
下
げ
て
享
年
五
十
と
す
る
と
、
二
代
目
竹
田
出
雲
よ

り
年
若
の
元
禄
五
年
（
一
七
九
二
）
生
れ
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
二
代
目
出
雲
の
初
作

は
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
竹
本
座
『
太
政
入
道
兵
庫
岬
』（
当
時
の
署
名
は
竹
田
小
出

雲
）
で
あ
っ
た
。
文
耕
堂
が
二
代
目
出
雲
よ
り
年
少
だ
っ
た
と
は
考
え
難
い
。

　

享
保
七
年
『
仏
御
前
扇
軍
』
で
近
松
門
左
衛
門
の
添
削
を
受
け
、
実
質
的
な
後
継
者
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の
一
人
と
し
て
作
品
が
世
に
出
た
時
、
延
宝
五
年
生
れ
な
ら
四
十
六
歳
、
貞
享
四
年
生

れ
な
ら
三
十
六
歳
で
あ
る
。
天
和
か
ら
貞
享
前
後
、
あ
る
い
は
延
宝
頃
の
生
れ
か
と
考

え
て
大
過
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
　

四　

松
田
和
吉
（
文
耕
堂
）
に
関
わ
る
事
跡
〈
承
前
〉

　

文
耕
堂
松
田
和
吉
の
署
名
が
あ
る
浄
瑠
璃
正
本
の
刊
行
に
は
、享
保
八
年（
一
七
二
三
）

二
月
『
大
塔
宮
曦
鎧
』
と
享
保
十
五
年
二
月
『
三
浦
大
助
紅
梅
靮
』
の
間
に
、
七
年
の

空
白
期
間
が
あ
る
。

　

西
沢
一
風
は
享
保
十
二
年
刊
『
今
昔
操
年
代
記
』
に
お
い
て
、「
平へ

い
あ
ん
ど
う

安
堂
（
引
用
者
注
：

近
松
門
左
衛
門
の
堂
号
）
の
な
が
れ
を
く
ん
で
一
作
な
さ
る
ゝ
人

く
」
の
一
人
に
松

田
和
吉
を
挙
げ
、「
是
も
休
足
」
と
記
す
。
同
書
は
並
木
宗
輔
に
も
言
及
し
「
当
年
ヨ
リ

作
也
」
と
す
る

（
三
）。

宗
輔
の
第
一
作
『
北
条
時
頼
記
』
の
初
演
は
、
享
保
十
一
年
四
月

豊
竹
座
で
あ
っ
た
。

　

享
保
十
一
年
、
す
な
わ
ち
『
今
昔
操
年
代
記
』
執
筆
当
時
、
松
田
和
吉
が
浄
瑠
璃
作

者
と
し
て
は
休
筆
中
で
あ
っ
た
こ
と
、
こ
れ
は
確
か
で
あ
る
。
同
じ
年
、
歌
舞
伎
作
者

に
転
じ
て
い
た
こ
と
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

秋
葉
芳
美
氏
の
説
に
よ
れ
ば
享
保
十
一
年
京
都
の
亀
谷
座
の
顔
見
世
番
附
に
狂
言

作
者
と
し
て
、大
阪
松
田
和
吉
と
記
さ
れ
、そ
の
当
時
の
作
に
「
唐
錦
妹
背
褥
」「
大

和
緘
男
鑑
」
と
い
ふ
歌
舞
伎
脚
本
が
あ
る
と
い
ふ
事
で
あ
る
か
ら
、
狂
言
作
者
に

一
時
転
身
し
て
ゐ
た
の
で
あ
ら
う　
　
　
　
　

園
田
民
雄
『
浄
瑠
璃
作
者
の
研
究
』

享
保
十
一
年
十
月
京
亀
谷
粂
之
丞
座
（
座
本
松
嶋
兵
太
郎
）
の
「
根
本
極
未
之
年

役
者
附
」
に
「
大作
坂者

松
田
和
吉
」
の
名
が
み
え
る

（
四
）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

 

内
山
美
樹
子
「「
梅
屋
渋
浮
名
色
揚
」
の
成
立
」（

五
）

　

享
保
十
一
年
十
一
月
『
唐
錦
妹
背
褥
』
と
同
年
十
二
月
『
大
和
緘
男
鑑
』
は
、
翌
十

二
年
正
月
刊
『
役
者
袖
香
炉
』
で
評
判
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
上
演
を
事
実
と

し
て
確
認
で
き
る
。「
歌
舞
伎
脚
本
」
の
形
で
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。

　

享
保
七
年
九
月
『
仏
御
前
扇
軍
』
と
翌
八
年
二
月
『
大
塔
宮
曦
鎧
』
で
、
そ
の
浄
瑠

璃
正
本
の
内
題
下
に
近
松
門
左
衛
門
を
添
削
者
と
し
て
明
記
し

（
六
）、

内
外
に
近
松
門
左

衛
門
の
有
力
な
後
継
者
候
補
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
き
な
が
ら
、
直
後
の
七
年
間
、

竹
本
座
が
松
田
和
吉
作
の
人
形
浄
瑠
璃
を
全
く
上
演
し
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
奇
妙
で

あ
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
筆
禍
事
件
に
も
繋
が
り
か
ね
な
か
っ
た
事
態
を
受
け

て
の
引
責
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
説
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
作
（
引
用
者
注
：『
大
塔
宮
曦
鎧
』）
の
初
段
に
あ
る
「
つ
は
も
の
万
歳
」
の

一
節
が
大
評
判
に
な
り
、
市
中
の
人
が
真
似
を
す
る
の
で
、
享
保
八
年
六
月
十
一

日
の
触
で
禁
止
さ
れ
た
と
い
ふ
事
が
、月
堂
見
聞
集
に
出
て
ゐ
る
。「
大
塔
宮
曦
鎧
」

の
智
略
の
万
歳
と
い
ふ
絵
図
を
刷
り
、
そ
れ
を
時
人
が
う
た
ひ
は
や
し
た
の
で
あ

る
。

　
　
　

〈
中
略
〉

「
つ
は
も
の
万
歳
」
で
禁
止
を
受
け
た
そ
の
遠
慮
か
ら
、
態
と
名
前
を
表
面
に
出

さ
な
か
つ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
も
想
像
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

園
田
民
雄
『
浄
瑠
璃
作
者
の
研
究
』

退
座
の
原
因
に
、
或
い
は
「
大
塔
宮
曦
鎧
智
略
の
万
歳
と
申
絵
図
」
が
享
保
改
革

へ
の
批
判
め
い
た
文
章
と
受
け
と
ら
れ
て
禁
止
さ
れ
た
事
件
（『
月
堂
見
聞
集
』
八

年
六
月
十
一
日
の
条
）
が
絡
ん
で
い
る
か
、
と
も
言
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
山
美
樹
子
「「
梅
屋
渋
浮
名
色
揚
」
の
成
立
」（

七
）

　

こ
こ
で
は
「
大
塔
宮
曦
鎧
智
略
の
万
歳
と
申
絵
図
」
に
関
わ
る
事
件
そ
の
も
の
に
つ



「故文耕堂之述作」訛伝考

− 6 −

81

い
て
は
深
く
立
ち
入
ら
な
い
こ
と
に
す
る
が
、『
京
都
町
触
集
成
』
に
収
載
さ
れ
た
「
享

保
八
年
六
月
十
一
日
の
触
」
を
次
に
引
用
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

町
ニ〻
而

大
塔
宮
あ
さ
ひ
よ
ろ
ひ
ち
り
や
く
の
万
歳
と
申
絵
図
用
候
儀
、
無
用

ニ
可

仕
旨
被
仰
付
候
、
此
旨
町
内
銘

江〻
御
聞
申
聞

セ
可
被
成
、
已
上

　
　

卯
六
月
十
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
代

山
中
仁
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
京
都
町
触
集
成
』

　

な
お
、『
浄
瑠
璃
作
者
の
研
究
』
で
の
「
態
と
名
前
を
表
面
に
出
さ
な
か
つ
た
」
と
の

発
言
は
、
空
白
の
七
年
間
、
竹
本
座
の
座
本
兼
作
者
で
あ
っ
た
初
代
竹
田
出
雲
の
代
作

を
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
の
推
論
を
前
提
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

文
耕
堂
の
竹
本
座
に
於
て
作
の
上
演
さ
れ
な
か
つ
た
原
因
が
「
つ
は
も
の
万
歳
」

筆
禍
事
件
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
彼
が
享
保
八
年
の
「
大
塔
宮
」
か
ら
享
保
十
五
年

の
「
三
浦
大
助
紅
梅
靮
」
ま
で
、
七
ヶ
年
の
長
き
に
わ
た
つ
て
浄
瑠
璃
正
本
一
篇

の
製
作
も
な
か
つ
た
事
も
、
自
然
と
解
決
さ
れ
る
。
即
ち
文
耕
堂
の
作
名
が
出
雲

名
義
に
な
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。　
　
　
　
　

園
田
民
雄
『
浄
瑠
璃
作
者
の
研
究
』

　

た
だ
し
、「
文
耕
堂
の
作
名
が
出
雲
名
義
に
な
つ
て
ゐ
る
」
と
の
仮
説
は
、
極
め
て
示

唆
に
富
ん
で
い
る
よ
う
に
思
え
る
の
だ
が
、
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
て
い
な
い
。

　

「
ち
り
や
く
の
万
歳
と
申
絵
図
」
の
禁
止
は
、『
大
塔
宮
曦
鎧
』
初
段
の
「
つ
は
も
の

ま
ん
ざ
い
」
を
転
載
し
た
「
絵
図
」
が
対
象
で
あ
っ
て
、「
絵
図
」
の
典
拠
た
る
浄
瑠
璃

正
本
の
絶
版
や
上
演
の
差
し
止
め
に
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
松
田
和
吉

の
引
責
退
座
が
事
実
と
す
る
と
、
そ
れ
は
興
行
側
に
よ
る
自
粛
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
の

だ
ろ
う
。
老
大
家
で
あ
っ
た
近
松
門
左
衛
門（
添
削
者
）や
座
本
の
竹
田
出
雲（
立
作
者
）

に
類
が
及
ば
ぬ
よ
う
に
と
の
配
慮
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。『
大
塔
宮
曦
鎧
』
の
人
形

浄
瑠
璃
台
本
と
し
て
の
執
筆
責
任
者
は
立
作
者
の
竹
田
出
雲
で
あ
り
、「
添
削
」
が
現
在

の
監
修
に
相
当
す
る
の
だ
と
し
た
ら
、
近
松
門
左
衛
門
が
負
う
べ
き
責
任
も
大
き
か
っ

た
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
確
か
に
、
ま
だ
名
の
売
れ
て
い
な
い
作
者
の
自
主
退
座
と
い

う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
事
態
を
必
要
以
上
に
大
袈
裟
に
す
る
こ
と
な
く
収
束
さ
せ
る
こ
と

に
は
な
っ
た
だ
ろ
う
。

「
大
塔
宮
曦
鎧
」
の
作
者
構
成
は
、
近
松
門
左
衛
門
添
削
、
作
者
竹
田
出
雲
掾
、

松
田
和
吉
。「
つ
は
も
の
ま
ん
ざ
い
」
の
執
筆
者
は
、
事
件
直
後
、
一
旦
竹
本
座
を

退
く
松
田
和
吉
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ぬ
。
が
、
近
松
も
単
な
る
上
置
き
で
は
な
く
、

実
際
に
執
筆
を
行
い
（『
難
波
土
産
』）
責
任
あ
る
立
場
に
あ
る
か
ら
に
は
、「
つ
は

も
の
ま
ん
ざ
い
」
の
文
章
を
、
宜
し
く
な
い
と
判
断
す
れ
ば
、
前
も
っ
て
松
田
和

吉
に
訂
正
さ
せ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。　

内
山
美
樹
子
『
浄
瑠
璃
史
の
十
八
世
紀
』

　

竹
本
座
復
帰
後
の
文
耕
堂
と
し
て
の
健
筆
を
鑑
み
れ
ば
、突
然
の
休
筆
は
本
人
に
と
っ

て
不
本
意
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。
自
分
の
意
志
と
は
異
な
る
状
況

に
追
い
込
ま
れ
た
結
果
だ
っ
た
の
だ
と
す
る
と
、
あ
た
か
も
詰
め
腹
を
切
ら
さ
れ
る
よ

う
な
形
で
の
引
責
退
座
は
、
説
得
力
の
あ
る
仮
説
と
は
い
え
る
の
だ
ろ
う
。

　

享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）、
正
本
の
署
名
を
文
耕
堂
に
改
め
、
松
田
和
吉
は
竹
本
座

に
復
帰
す
る
。
園
田
民
雄
『
浄
瑠
璃
作
者
の
研
究
』
は
二
代
目
竹
田
近
江
（
初
代
竹
田

出
雲
の
兄
）
が
享
保
十
四
年
九
月
に
歿
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
が
契
機
と
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
の
説
を
提
起
し
て
い
る
。
た
だ
、
復
帰
第
一
作
と
な
っ
た
『
三
浦
大

助
紅
梅
靮
』
の
初
演
が
享
保
十
五
年
二
月
。
二
代
目
近
江
の
死
を
待
ち
構
え
て
い
た
か

の
よ
う
だ
。

　

む
し
ろ
、
松
田
和
吉
と
の
関
連
で
気
に
か
か
る
の
は
、
や
は
り
復
帰
の
前
年
、
享
保

十
四
年
六
月
竹
本
座
『
新
板
大
塔
宮
』、『
大
塔
宮
曦
鎧
』
の
外
題
を
替
え
て
の
上
演
で

あ
る
。「
ち
り
や
く
の
万
歳
と
申
絵
図
」
の
一
件
を
惹
き
起
こ
し
た
『
大
塔
宮
曦
鎧
』
再



− 7 −

80

演
に
は
、
表
向
き
外
題
は
替
え
て
は
い
て
も
、
相
応
の
覚
悟
が
必
要
だ
っ
た
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
最
終
判
断
を
下
し
た
の
は
、『
大
塔
宮
曦
鎧
』
の
立
作
者
に
し
て
竹
本
座
の

座
本
、
初
代
竹
田
出
雲
以
外
に
は
あ
り
え
な
い
。

　

な
ぜ
『
大
塔
宮
曦
鎧
』
だ
っ
た
の
か
。
松
田
和
吉
の
退
座
が
「
絵
図
」
の
一
件
と
無

関
係
で
は
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
復
帰
に
向
け
た
動
き
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
浄
瑠
璃

作
者
と
し
て
迎
え
入
れ
る
こ
と
に
対
し
、
依
然
と
し
て
危
惧
を
抱
く
者
が
い
た
と
し
て

も
お
か
し
く
な
い
。
そ
れ
を
払
拭
す
る
必
要
は
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
竹
本
座
内
で
は
な
く
、

松
田
和
吉
自
身
に
わ
だ
か
ま
り
が
あ
っ
た
の
だ
と
し
た
ら
、
同
様
に
そ
れ
を
解
消
し
て

お
く
必
要
も
あ
る
だ
ろ
う
。『
新
板
大
塔
宮
』
上
演
は
為
政
者
側
の
反
応
を
探
る
瀬
踏
み

の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

松
田
和
吉
の
復
帰
を
念
頭
に
、
か
つ
て
お
咎
め
を
受
け
か
け
た
作
品
の
上
演
に
竹
本

座
が
踏
み
切
っ
た
の
だ
と
し
た
ら
、
松
田
和
吉
は
そ
の
行
動
に
対
し
、
大
い
に
恩
義
を

感
じ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。復
帰
後
の
浄
瑠
璃
二
二
作
中
、文
楽
現
行
曲
は
現
時
点
で
八
作
。

文
耕
堂
松
田
和
吉
が
竹
本
座
の
期
待
に
十
二
分
に
応
え
た
結
果
と
い
え
る
の
で
は
あ
る

ま
い
か
。

　
　
　

五　

田
中
千
柳
の
署
名
作

　

『
大
仏
殿
万
代
石
楚
』
は
、
正
本
内
題
下
の
作
者
署
名
の
位
置
に
よ
り
、
西
沢
一
風

が
立
作
者
、
田
中
千
柳
が
脇
作
者
で
あ
る
。
二
人
の
署
名
が
あ
る
浄
瑠
璃
正
本
は
、
現

在
八
作
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
初
演
は
全
て
豊
竹
座
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

立
作
者
は
、署
名
位
置
に
よ
れ
ば
、い
ず
れ
も
西
沢
一
風
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、

実
質
的
に
は
田
中
千
柳
が
立
作
者
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
す
る
説
（
後
述
）
が
、
今
日
で

は
有
力
で
あ
る
。

　
　

享
保
8
年
7
月　
　

『
井
筒
屋
源
六
恋
寒
晒
』

　
　

享
保
8
年
11
月　
　

『
建
仁
寺
供
養
』

　
　

享
保
9
年
2
月　
　

『
頼
政
追
善
芝
』

　
　

享
保
9
年
10
月　
　

『
女
蝉
丸
』

　
　

享
保
10
年
1
月　
　

『
昔
米
万
石
通
』

　
　

享
保
10
年
3
月　
　

『
南
北
軍
問
答
』

　
　

享
保
10
年
5
月　
　

『
身
替
弬
張
月
』

　
　

享
保
10
年
10
月　
　

『
大
仏
殿
万
代
石
楚
』

　

こ
の
内
、『
井
筒
屋
源
六
恋
寒
晒
』
の
初
演
年
は
未
確
定
で
あ
る
。
水
谷
不
倒
校
訂
『
世

話
浄
瑠
璃
大
全
』（
明
治
四
十
年
九
月
刊
）
の
解
題

（
八
）

が
引
用
す
る
現
存
未
確
認
本
『
当

世
栄
花
物
語
』
に
基
づ
く
情
報
、
そ
れ
が
『
近
世
篇
』
の
典
拠
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。『
当
世
栄
花
物
語
』
は
、
西
沢
一
鳳
が
編
纂
し
た
世
話
浄
瑠
璃
集
成
で
あ
る
ら
し

く
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
の
序
を
持
つ
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る

（
九
）。

た
だ
遺
憾
な

が
ら
、
そ
れ
だ
け
で
は
史
料
的
な
信
憑
性
を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

他
方
、『
西
沢
一
風
全
集
』
の
「
年
表
」（
前
出
）
は
、『
井
筒
屋
源
六
恋
寒
晒
』
の
初

演
年
に
つ
い
て
、
慎
重
に
明
言
を
避
け
な
が
ら
も
、
享
保
九
年
ま
た
は
享
保
十
年
の
可

能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
以
下
に
引
用
す
る
。
引
用
中
の
「
西
沢
集
成
」
と
は
、
長
友

千
代
治
『
近
世
上
方
浄
瑠
璃
本
出
版
の
研
究
』
所
収
「
西
沢
版
浄
瑠
璃
本
奥
書
集
成
」

の
略
記
で
あ
る
。

初
印
本
未
確
認
。
こ
の
こ
ろ
の
七
行
初
印
本
の
奥
書
は
西
沢
集
成
�
を
用
い
た
が
、

同
作
の
諸
本
に
こ
れ
を
も
つ
初
印
本
な
し
。
西
沢
集
成
�
を
も
つ
本
は
、
他
の
作

品
へ
の
使
用
例
か
ら
、享
保
九
年
か
ら
十
三
年
ご
ろ
の
後
印
と
思
わ
れ
る
。底
本
は
、

こ
の
後
印
本
（
七
行
第
二
刷
本
）
に
よ
る
。
あ
る
い
は
初
演
を
、
後
印
の
時
期
に

引
き
下
げ
る
べ
き
か
。〈
中
略
〉
再
演
記
録
な
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
西
沢
一
風
全
集
』
所
収
「
年
表
」
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こ
こ
で
の
指
摘
「
初
演
を
、後
印
の
時
期
に
引
き
下
げ
る
べ
き
か
」
と
は
、初
印
本
（
未

発
見
）
が
刊
行
さ
れ
た
時
点
で
は
上
演
は
実
現
せ
ず
、初
演
は
後
印
本
の
刊
行
時
で
あ
っ

た
と
考
え
て
は
如
何
か
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。「
年
表
」
の
記
述
で
あ
る
。
省
筆

も
あ
る
の
だ
ろ
う
。
い
ま
ひ
と
つ
文
意
を
つ
か
み
損
ね
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

筆
者
は
以
下
の
よ
う
な
解
釈
に
敷
衍
し
て
い
る
。
西
沢
一
風
と
田
中
千
柳
の
作
に
な

る
人
形
浄
瑠
璃
の
初
演
記
録
は
、
享
保
八
年
か
ら
享
保
十
年
の
間
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

現
存
す
る
『
井
筒
屋
源
六
恋
寒
晒
』
の
浄
瑠
璃
正
本
（
七
行
本
）
諸
本
は
、
奥
書
に
よ

り
全
て
が
「
享
保
九
年
か
ら
十
三
年
ご
ろ
」
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
「
初
演
を
、
後
印
の
時
期
に
引
き
下
げ
る
べ
き
か
」
と
は
、
初
演
年
に
つ
い
て
も
享

保
九
年
あ
る
い
は
享
保
十
年
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
（
現
存
本
は
後
印
本
で
は
な
く
初

印
本
か
）
と
の
仮
説
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。『
西
沢
一
風
全
集
』
の
書
誌
情
報
に
よ
れ
ば
、

現
時
点
で
確
認
さ
れ
て
い
る
『
井
筒
屋
源
六
恋
寒
晒
』
諸
本
の
奥
書
は
、
享
保
九
年
十

月
『
女
蝉
丸
』
か
ら
翌
十
年
十
月
『
大
仏
殿
万
代
石
楚
』
ま
で
の
五
作
の
諸
本
奥
書
と

共
通
す
る
。
贅
言
な
が
ら
、
享
保
八
年
の
刊
行
と
み
な
し
て
問
題
が
生
じ
な
い
奥
書
を

持
つ
『
井
筒
屋
源
六
恋
寒
晒
』
七
行
本
、そ
れ
が
発
見
さ
れ
る
可
能
性
は
皆
無
で
は
な
い
。

「
現
存
す
る
諸
本
に
よ
る
限
り
お
い
て
」と
の
但
し
書
き
付
き
の
仮
説
と
な
る
の
だ
ろ
う
。

　
　
　

六　

田
中
千
柳
に
関
わ
る
事
跡

　

西
沢
一
風
と
田
中
千
柳
が
署
名
す
る
八
作
に
つ
い
て
は
、
実
質
的
な
立
作
者
、
つ
ま

り
浄
瑠
璃
本
文
の
主
要
部
分
を
実
際
に
執
筆
し
て
い
た
の
は
田
中
千
柳
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
西
沢
一
風
の
自
著
『
今
昔
操
年
代
記
』
で
の
以
下

の
記
述
が
大
き
な
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。

女
せ
み
丸
と
云
ふ
外け

題た
い

。
さ
こ
そ
お
も
し
ろ
か
ら
ん
と
。
お
も
ひ
の
外ほ

か

の
大
入
見

物
も
初
日
を
見
て
せ
い
き
を
つ
か
し
。
ひ
や
う
し
の
な
い
出
か
た
り
出
づ
か
ひ
。

作
者
の
お
も
ひ
ち
が
ひ
。
巳
の
と
し
も
つ
ゞ
い
て
不
作
。
兔と

角か
く

此
作
者
と
。
太
夫

本も
と

の
相あ

い
し
や
う性

あ
し
き
か
と
。
ふ
し
ん
に
お
も
ふ
折お

り

ふ
し
。
作
者
の
方
よ
り
隙
を
乞こ

う

。

浄
る
り
不
作
ゆ
へ
斯こ

う
な
り成

と
げ
て
身み

し
り
ぞ
く退

は
天
の
道み

ち

と
心こ

ゝ
ろ
へ得

三
十
石
に
夢ゆ

め

む
す
び
都
の

方
へ
登
ら
れ
し
と
也
。

　

右
引
用
の「
女
せ
み
丸
」は
享
保
九
年
十
月『
女
蝉
丸
』、こ
れ
が
期
待
外
れ
で
悪
評
。「
巳

の
と
し
」
と
は
享
保
十
年
乙
巳
、
そ
の
正
月
『
昔
米
万
石
通
』
以
下
四
作
で
も
興
行
不

振
の
連
続
。
そ
の
責
任
を
取
っ
て
座
を
退
い
た
「
作
者
」
が
、
正
本
の
署
名
上
は
立
作

者
で
あ
っ
た
西
沢
一
風
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
、
一
風
本
人
が
書
き
記
し
て
い
た
こ
と

に
な
る
。
こ
の
何
ら
自
責
の
念
を
覚
え
て
い
な
か
っ
た
か
の
ご
と
き
書
き
ぶ
り
は
、
自

身
が
実
際
の
執
筆
に
は
ほ
と
ん
ど
携
っ
て
は
い
な
か
っ
た
こ
と
の
証
左
と
み
な
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

西
沢
一
風
は
、
田
中
千
柳
の
個
人
名
を
『
今
昔
操
年
代
記
』
で
は
出
さ
ず
、
終
始
「
作

者
」「
此
作
者
」
で
通
し
て
い
る
。
一
見
、
態
度
は
冷
淡
で
あ
る
。
で
は
『
女
蝉
丸
』
以

前
、享
保
八
年
癸
卯
か
ら
同
九
年
甲
辰
に
か
け
て
の
興
行
成
績
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
（
引

用
中
『
建
仁
寺
供
養
』
を
「
村
上
嘉
介
作
」
と
す
る
発
言
に
つ
い
て
は
後
述
）。

卯
の
と
し
村
上
嘉
介
作
に
て
。
建
仁
寺
供
養
と
い
ふ
浄
る
り
を
出
し
。
明
辰
の
二

月
よ
り
頼よ

り
ま
さ政

追つ
い
せ
ん
の善

芝し
ば

。
大
出
来
大
あ
た
り
に
て
。
町
中
他た

国こ
く

の
見け

ん
ぶ
つ物

此
し
ば
ゐ
に

か
た
よ
り
。三
月
廿
一
日
木
戸
口
は
り
さ
く
大
入
。近
年
の
不ふ

仕し
あ
は
せ合

取と
り

か
へ
さ
ん
と
。

は
づ
み
き
つ
た
る
所
に
。
其
日に

つ
ち
う中

よ
り
出
火
夥

お
ひ
た
ゝ

し
く
。
手
と
身
と
に
な
る
は
世

間け
ん

な
み
。
さ
れ
共
操

あ
や
つ
り

道た
う
ぐ具

を
助た

す
け

。
漸

や
う
〳
〵

さ
か
い
に
立た

ち

の
き
。
様や

う

子
を
見
合
せ
。

ふ
つ
が
う
な
る
道
具
そ
こ

く
に
こ
し
ら
へ
。
初は

じ
め

の
四
月
廿
三
日
を
初
日
と
定さ

た
め

。

建け
ん
に
ん仁

寺じ

く
や
う
を
出
し
。
閏
四
月
十
五
日
よ
り
頼
政
。
此
二
番
に
て
六
月
中
旬じ

ゆ
んま

で
勤つ

と
め

。
つ
ゞ
ゐ
て
六
月
廿
三
日
よ
り
そ
ね
さ
き
に
て
頼
政
を
は
じ
め
。
初
日
よ
り

八
月
三
日
ま
で
入
つ
め
。
蔵く

ら

入
の
宜よ

ろ
し
き敷

事
。
豊
竹
氏
御こ

贔ひ
い
き負

つ
よ
き
ゆ
へ
ぞ
か
し
。



− 9 −

78

　

享
保
九
年
二
月
か
ら
の
『
頼
政
追
善
芝
』
を
一
風
は
「
大
出
来
大
あ
た
り
」
と
伝
え

て
い
る
。
不
運
に
も
『
頼
政
追
善
芝
』
続
演
中
だ
っ
た
三
月
二
十
一
日
に
火
災
に
遭
い
、

一
座
は
巡
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
そ
の
間
、
演
目
の
柱
と
な
っ
て
興
行
を
支
え
て
い

た
の
が
『
建
仁
寺
供
養
』
と
『
頼
政
追
善
芝
』
で
あ
っ
た
。

　

い
う
ま
で
も
な
く
、
興
行
成
績
の
良
し
悪
し
は
台
本
の
出
来
だ
け
で
左
右
さ
れ
る
も

の
で
は
な
い
。
享
保
九
年
十
月
『
女
蝉
丸
』
か
ら
興
行
不
振
が
続
い
た
と
し
て
も
、
そ

れ
ま
で
の
功
績
を
考
慮
す
れ
ば
、
経
営
側
は
田
中
千
柳
だ
け
に
責
任
を
負
わ
せ
る
つ
も

り
な
ど
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

西
沢
一
風
の
言
う
「
不
作
」
と
は
、い
う
な
れ
ば
「
豊
作
」
に
対
す
る
「
不
作
」
で
あ
っ

て
、
興
行
成
績
が
振
る
わ
な
か
っ
た
の
意
で
あ
ろ
う

（
一
〇
）。「

不
作
」
の
要
因
を
「
太
夫

本も
と

の
相あ

い
し
や
う性

あ
し
き
か
」
と
訝
し
さ
は
感
じ
て
い
た
と
し
て
も
、
人
形
浄
瑠
璃
台
本
の
出

来
が
悪
か
っ
た
と
ま
で
は
批
判
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。『
今
昔
操
年
代
記
』
で

田
中
千
柳
の
個
人
名
を
出
さ
な
か
っ
た
の
は
、
あ
か
ら
さ
ま
な
責
任
追
及
に
繋
が
り
か

ね
な
い
こ
と
へ
の
配
慮
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

『
今
昔
操
年
代
記
』
で
西
沢
一
風
は
「
浄
る
り
の
作
者
す
く
な
き
も
の
。
当あ

た

り
浄
る

り
は
希ま

れ

に
し
て
あ
た
ら
ぬ
は
つ
ね
也
」
と
も
述
懐
し
て
い
る
。
田
中
千
柳
か
ら
退
座
の

意
向
が
示
さ
れ
た
と
き
、
慰
留
の
声
が
全
く
あ
が
ら
な
か
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
よ
う

に
思
う
。
最
後
は
当
人
の
決
意
「
作
者
の
方
よ
り
隙
を
乞こ

う

」
に
押
し
切
ら
れ
た
と
い
う

こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

　

田
中
千
柳
も
ま
た
、
生
歿
年
を
含
め
て
、
閲
歴
不
祥
の
浄
瑠
璃
作
者
の
一
人
で
あ
る
。

演
劇
以
外
の
分
野
、
詩
歌
・
俳
諧
・
小
説
等
々
で
の
文
芸
活
動
も
、
今
の
と
こ
ろ
確
認

で
き
て
い
な
い
。

　

個
人
に
関
わ
る
情
報
か
と
疑
わ
れ
る
も
の
に
、『
建
仁
寺
供
養
』
を
「
村
上
嘉
介
作
」

と
す
る
『
今
昔
操
年
代
記
』
の
記
事
（
前
出
）
が
あ
る
。
当
事
者
の
発
言
で
あ
る
。
記

事
内
容
を
そ
の
ま
ま
信
用
す
る
な
ら
ば
、「
村
上
嘉
介
」
と
田
中
千
柳
は
同
一
人
物
と
考

え
る
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
浄
瑠
璃
正
本
『
建
仁
寺
供
養
』
に
は
名
を
出
さ
な
か
っ
た
も

う
一
人
の
合
作
者
と
み
な
す
か
、
そ
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
後
者
の
可
能
性
に
つ
い

て
は
、
例
え
ば
享
保
十
一
年
豊
竹
座
『
北
条
時
頼
記
』。
正
本
の
著
者
署
名
は
西
沢
一
風

と
並
木
宗
助
。『
今
昔
操
年
代
記
』の
記
事
に
よ
り
、安
田
蛙
文
が
合
作
者
と
し
て
加
わ
っ

て
い
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
こ
の
事
例
か
ら
の
類
推
で
あ
る
。『
建
仁
寺
供
養
』
は

「
内
容
的
に
は
歌
舞
伎
に
近
い
」
と
の
指
摘
も
あ
る

（
一
一
）。

他
の
七
作
と
趣
を
異
に
す
る

の
は
、「
村
上
嘉
介
」
に
か
か
る
原
案
あ
る
い
は
発
案
を
、
人
形
浄
瑠
璃
台
本
と
し
て
ま

と
め
上
げ
た
の
が
田
中
千
柳
だ
っ
た
か
ら
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

村
上
嘉
介
に
つ
い
て
も
、
確
認
で
き
る
事
項
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。『
近
世
邦
楽
年

表　

義
太
夫
節
之
部
』
の
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
竹
本
座
『
都
富
士
』、
そ
の
備
考
欄

に
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

此
改
作
に
「
愛
護
若
塒
箱
」〈
中
略
〉
あ
り
。
又
村
上
嘉
助
作
「
愛
子
若
都
富
士
」

は
更
に
そ
れ
を
改
作
せ
る
物
に
て
他
流
の
正
本
と
お
ぼ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
近
世
邦
楽
年
表　

義
太
夫
節
之
部
』

　

こ
こ
で
の「
愛
子
若
都
富
士
」と
は
、享
保
十
四
年（
一
七
九
二
）正
月
江
戸
辰
松
座『
愛

護
若
都
の
富
士
』
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
正
本
（
七
行
本
）
内
題
下
の
署
名
に
よ
り
、

作
者
は
辰
松
幸
助
で
あ
る
。
江
戸
浄
瑠
璃
で
あ
り
、「
他
流
の
正
本
」
と
の
推
測
は
半
ば

正
し
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。『
国
書
総
目
録
』
は
「
愛
護
若
都
の
富
士
」
項
（
注
記
「
近

世
邦
楽
年
表
に
よ
る
」
が
付
さ
れ
て
い
る
）
で
、作
者
を
「
辰
松
幸
助
（
或
は
村
上
嘉
助
）」

と
す
る
。『
近
世
邦
楽
年
表
』
が
『
愛
護
若
都
の
富
士
』
の
作
者
を
村
上
嘉
助
と
記
し
た

根
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
村
上
嘉
介
（
嘉
助
）
に
つ
い
て
も
、
こ
の
他
の
浄
瑠
璃
作

者
と
し
て
の
実
績
は
、
今
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
て
い
な
い
。
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七　
『
大
仏
殿
万
代
石
楚
』
へ
の
修
訂

　

『
増
補
大
仏
殿
』
は
、
原
作
『
大
仏
殿
万
代
石
楚
』
の
四
段
目
と
五
段
目
を
改
作
し

た
浄
瑠
璃
作
品
で
あ
る
。
た
だ
、
初
段
か
ら
三
段
目
に
つ
い
て
も
、
基
本
的
に
は
『
大

仏
殿
万
代
石
楚
』
の
版
木
を
流
用
し
な
が
ら
、
内
題
の
改
修
と
作
者
名
削
除
の
他
に
、

道
行
（
三
段
目
）
の
名
称
変
更
に
加
え
、
部
分
的
な
浄
瑠
璃
本
文
の
修
訂
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
以
下
に
列
挙
す
る
。

　

丁
数
は
内
題
の
あ
る
丁
を
初
丁
と
し
て
起
算
し
た
実
丁
数
で
あ
る
。
な
お
各
々
七
行

本
に
基
づ
く
引
用
に
際
し
て
は
、
文
字
譜
・
墨
譜
等
を
省
略
し
て
い
る
。

1
初
段
（
12
丁
オ
・
4
行
目
）
熱
田
大
宮
司
館

　
　

石
楚
「
此
絵
を
宇
太
八
が
た
つ
た
今
持
て
帰
り
。」

　
　

増
補
「
此
絵
を
家
来
が
た
つ
た
今
持
て
帰
り
。」

2
初
段
（
19
丁
ウ
・
2
行
目
）
尾
張
鳴
海
潟

　
　

石
楚
「
油
づ
き
た
る
其
あ
ん
は
い
。
に
く
し

く
と
見
る
水
保
屋
。
俄
に
腎じ
ん
か
ん肝
高

ぶ
つ
て
鼻は

な

い
き
あ
ら
く
さ
ほ
す
く
み
。
め
つ
た
む
し
や
う
に
」

　
　

増
補
「
油
づ
き
た
る
其
よ
そ
ほ
ひ
。
見
る
に
う
つ
と
り
水
保
屋
は
。
ぞ
つ
と
恋
風

に
し
み
て
。
め
つ
た
む
し
や
う
に
」

3
初
段
（
20
丁
ウ
・
1
行
目
）
尾
張
鳴
海
潟

　
　

石
楚
「
白
ゆ
ふ
か
く
と
聞
よ
り
も
悪
七
兵
衛
か
け
清
。
ほ
う
か
ぶ
り
に
顔
か
く
し

い
だ
て
ん
の
こ
と
く
か
け
付
し
が
。」

　
　

増
補
「
白
ゆ
ふ
が
身
の
上
斯
ク
と
聞
よ
り
も
悪
七
兵
へ
景
清
ほ
う
か
ぶ
り
に
顔
か
く

し
い
だ
て
ん
の
こ
と
く
か
け
付
し
が
。」

4
三
段
目
（
42
丁
オ
・
1
行
目
）
手
越
の
宿
花
菱
屋

　
　

石
楚
「
此
長
が
今
女
房
の
尻し

り

に
し
か
る
ゝ
も
。
新
枕
の
夜
か
ら
（
41
ウ
）
じ
き
な

し
に
う
へ
ゑ
の
つ
た
む
く
ひ
じ
や
。
是
に
付
て
も
」

　
　

増
補
「
此
長
が
今
女
房
の
尻し

り

に
し
か
る
ゝ
も
。
新
枕
の
夜
か
ら
（
41
ウ
）
じ
き
な

し
に
上
へ
ハ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
其
む
く
ひ
で
あ
ろ
。
是
に
付
て
も
」

5
三
段
目
（
51
丁
オ
・
1
行
目
）
道
行

　
　

石
楚
「
糸
竹
ひ
め
み
ち
ゆ
き
」

　
　

増
補
「
道
行
船ふ

な
ぢ
の
と
も

路
友
千ち

鳥と
り

」

　

5
道
行
の
名
称
変
更
は
と
も
か
く
と
し
て
、
他
の
四
箇
所
は
そ
れ
な
り
の
必
要
性
が

あ
っ
て
の
本
文
修
訂
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
ず
、
3
は
修
訂
に
よ
っ
て
文
意
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。「
聞
よ
り
も
」
の
主

語
は
、素
直
に
読
め
ば『
大
仏
殿
万
代
石
楚
』で
は
白
ゆ
ふ（
景
清
の
妻
）と
な
る
。
た
だ
、

こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
の
前
後
の
引
用
を
省
略
す
る
が
、「
聞
よ
り
も
」
の
主
語
が
景
清
と

な
る
『
増
補
大
仏
殿
』
の
方
が
、
文
章
の
流
れ
か
ら
す
れ
ば
明
ら
か
に
通
り
が
よ
い
。

原
作
者
に
よ
る
草
稿
原
稿
段
階
で
の
粗
忽
か
、
あ
る
い
は
版
木
製
作
時
の
筆
耕
の
書
き

損
じ
だ
っ
た
か
、
そ
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。

　

2
と
4
は
、
文
意
の
変
更
が
目
的
で
は
な
く
、
表
現
が
猥
雑
に
過
ぎ
る
と
判
断
し
、

手
を
入
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
中
で
最
も
注
目
す
べ
き
は
1
で
あ
る
。『
増
補
大
仏
殿
』
で
改
作
増
補
の
対
象
と

な
っ
た
四
段
目
の
内
容
と
連
動
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

宇
太
八
（『
増
補
大
仏
殿
』
で
は
宇
田
八
と
宇
多
八
の
表
記
を
両
用
）
は
熱
田
大
宮
司

通
夏
（
景
清
の
妻
白
ゆ
ふ
の
父
）
の
家
来
で
あ
り
、『
大
仏
殿
万
代
石
楚
』
四
段
目
、
熱

田
大
宮
司
の
妻
の
供
と
し
て
傾
城
朝
妻
（
景
清
の
娘
糸
竹
）
の
も
と
を
訪
れ
る
場
面
で
、

初
め
て
登
場
す
る
。
そ
れ
ま
で
は
『
増
補
大
仏
殿
』
の
修
訂
対
象
箇
所
で
名
前
が
出
て
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い
た
だ
け
で
あ
る
。
四
段
目
で
の
別
府
（『
増
補
大
仏
殿
』
で
の
姓
は
別
所
）
宇
太
八
の

登
場
に
、
場
当
た
り
的
な
印
象
を
観
客
に
与
え
な
い
が
た
め
に
は
、
姿
は
現
さ
ず
と
も

初
段
の
「
熱
田
大
宮
司
館
」
で
、
謂
わ
ば
伏
線
と
し
て
家
来
の
名
前
「
宇
太
八
」
を
出

し
て
お
く
こ
と
が
必
要
だ
と
作
者
は
考
え
た
の
だ
ろ
う
。

　

一
方
『
増
補
大
仏
殿
』
で
は
、
熱
田
大
宮
司
の
家
来
と
い
う
設
定
を
生
か
し
な
が
ら
、

女
房
の
小
さ
ん
を
登
場
人
物
に
加
え
、
四
段
目
を
景
清
へ
の
報
恩
譚
に
仕
立
て
直
し
て

い
る
。
次
の
引
用
は
宇
田
八
の
述
懐
で
あ
る
。

云
出

ス
も
は
づ
か
し
い
が
。
掟お

き
て

た
ゞ
し
い
主
人
大
宮
司
殿
の
目
を
く
ら
ま
し
。
同

シ

館や
か
た

で
そ
ち
（
引
用
者
注
：
小
さ
ん
）
と
我

カ
蜜み

つ
つ
う通

の
不
義
の
科
。
手
打
に
極

マ
る

二
人

リ
が
命
。
景
清
様
が
身
に
か
へ
て
屋
敷
を
抜ぬ

け

さ
せ
行
先

キ
の
路ろ

金き
ん

迄
を
下
さ
れ
。

命
を
助
つ
た
恩
が
へ
し
。

　

初
段
「
熱
田
大
宮
司
館
」
の
時
間
設
定
は
、
平
家
一
門
の
滅
亡
後
、
景
清
が
妻
の
実

家
に
身
を
潜
め
て
い
た
文
治
五
年
の
某
日
で
あ
る

（
一
二
）。「

此
絵
を
宇
太
八
（『
増
補
大

仏
殿
』
で
は
家
来
）
が
た
つ
た
今
持
て
帰
り
」
の
「
此
絵
」
と
は
、
鎌
倉
方
が
景
清
探

索
を
目
的
に
諸
方
へ
配
布
し
て
い
た
と
お
ぼ
し
き
景
清
の
姿
絵
で
あ
る
。
こ
の
日
、
景

清
の
外
出
中
に
鎌
倉
将
軍
頼
朝
の
命
を
受
け
た
水
保
屋
国
時
の
勢
が
館
へ
乱
入
す
る
。

景
清
を
発
見
で
き
な
か
っ
た
水
保
屋
は
、
行
方
を
詮
議
す
る
た
め
妻
の
白
ゆ
ふ
を
連
行

す
る
。
続
く
「
尾
張
鳴
海
潟
」
で
、
景
清
は
白
ゆ
ふ
を
助
け
出
す
。
浄
瑠
璃
で
は
描
か

れ
て
は
い
な
い
も
の
の
、
お
そ
ら
く
景
清
は
救
出
し
た
白
ゆ
ふ
を
大
宮
司
の
館
へ
連
れ

帰
っ
た
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
既
に
鎌
倉
方
の
捜
索
の
手
が
伸
び
て
い
た
館
に
は
長

逗
留
は
し
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

　

宇
田
八
夫
婦
が
「
屋
敷
を
抜ぬ

け

さ
せ
行
先

キ
の
路ろ

金き
ん

迄
を
下
さ
れ
。
命
を
助
つ
た
恩
」
を

景
清
か
ら
受
け
て
い
た
の
だ
と
す
る
と
、
熱
田
大
宮
司
館
を
二
人
が
抜
け
出
た
の
は
水

保
屋
の
勢
に
館
を
急
襲
さ
れ
る
以
前
、
す
な
わ
ち
「
熱
田
大
宮
司
館
」
の
文
治
五
年
某

日
以
前
と
す
る
の
が
、
設
定
と
し
て
は
無
理
が
な
い
。『
増
補
大
仏
殿
』
の
文
治
五
年
某

日
、景
清
の
姿
絵
で
あ
る
「
此
絵
」
を
持
ち
帰
っ
た
の
は
「
宇
太
八
」
で
は
な
い
別
の
「
家

来
」、
そ
の
よ
う
に
改
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
理
由
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
『
増
補
大
仏
殿
』
四
段
目
で
は
、
別
所
宇
田
八
（
当
該
箇
所
の
正
本
で
の
表

記
「
宇
多
八
」）
を
名
乗
る
浪
人
が
唐
突
に
傾
城
朝
妻
の
身
請
け
金
の
代
弁
を
申
し
出
る
。

こ
れ
が
『
増
補
大
仏
殿
』
に
お
け
る
「
宇
田
八
（
宇
多
八
）」
の
初
出
と
な
る
。
そ
の
後

の
展
開
の
意
外
性
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、初
段
の
「
熱
田
大
宮
司
館
」
で
は
「
宇
太
八
」

の
名
を
出
さ
な
い
方
が
得
策
と
い
え
る
。「
宇
太
八
」
を
「
家
来
」
に
改
修
し
た
も
う
一

つ
の
理
由
で
あ
ろ
う
。

　

『
増
補
大
仏
殿
』
の
作
者
が
四
段
目
に
登
場
す
る
熱
田
大
宮
司
の
元
家
来
を
別
所
宇

田
八
と
命
名
し
た
の
は
、
紛
れ
も
な
く
原
作
『
大
仏
殿
万
代
石
楚
』
四
段
目
の
別
府
宇

太
八
か
ら
着
想
を
得
た
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
、こ
こ
で
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、『
増

補
大
仏
殿
』
の
作
者
は
、『
大
仏
殿
万
代
石
楚
』
の
四
段
目
と
五
段
目
だ
け
に
目
を
通
し

て
改
作
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。「
宇
太
八
」
の
名
前
が
既
に
初
段

で
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
気
付
く
程
度
に
は
、
原
作
を
注
意
深
く
読
ん
で
い
た
の
は
確

実
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
　
　

八　
「
故
文
耕
堂
之
述
作
」
訛
伝
考

　

あ
ら
た
め
て
、
浄
瑠
璃
正
本
『
増
補
大
仏
殿
』
本
文
末
の
付
記
「
故
文
耕
堂
之
述
作
」

の
意
味
す
る
も
の
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。「
豊
竹
座
初
演
作
品
の
改
作
再
演
に
あ
た
っ
て
、

原
作
者
に
竹
本
座
の
作
者
名
を
挙
げ
た
事
例
と
し
て
は
「
曽
我
昔
見
台
」
も
あ
り
、
そ

の
慣
習
の
ひ
と
つ
」（
前
出
）
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
「
享
保
十
年
以
後
の

豊
竹
座
作
者
に
は
、
近
松
を
始
め
竹
本
座
の
先
輩
作
者
に
敬
意
を
表
し
、
自
家
の
先
輩

を
軽
ん
ず
る
傾
向
が
露
骨
」（
前
出
）
で
あ
り
、
そ
う
し
た
傾
向
を
示
す
事
例
の
ひ
と
つ

だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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こ
う
し
た
解
釈
は
、『
増
補
大
仏
殿
』
の
場
合
、
考
え
に
く
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

『
大
仏
殿
万
代
石
楚
』
改
作
上
演
の
企
画
が
誰
の
発
案
で
あ
っ
た
か
。
今
と
な
っ
て

は
想
像
す
る
よ
り
他
は
な
い
。
た
だ
、
座
本
に
し
て
浄
瑠
璃
太
夫
筆
頭
の
豊
竹
越
前
少

掾
の
了
解
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
、
実
現
な
ど
望
む
べ
く
も
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。『
大
仏
殿

万
代
石
楚
』
の
初
演
番
付
は
現
存
し
て
い
な
い
。
と
は
い
え
、
常
識
的
に
三
段
目
の
切

「
日
向
島
」
を
語
っ
た
の
は
、『
増
補
大
仏
殿
』（
番
付
現
存
）
の
同
段
を
語
っ
て
い
た
越

前
少
掾（
享
保
十
年
当
時
は
上
野
少
掾
）以
外
に
あ
り
え
な
い
。
作
柄
に
対
す
る
好
印
象
、

あ
る
い
は
浄
瑠
璃
語
り
と
し
て
の
手
応
え
等
々
が
「
日
向
島
」
初
演
時
に
全
く
感
じ
ら

れ
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
実
質
的
な
「
日
向
島
」
の
再
演
企
画
に
頷
首
し
な
か
っ
た
に

違
い
な
い
。

　

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
越
前
少
掾
は
実
質
的
な
立
作
者
が
田
中
千
柳
で
あ
っ
た
こ
と

を
知
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
浄
瑠
璃
正
本
『
大
仏
殿
万
代
石
楚
』
の
署
名
と
異
な
る

作
者
な
の
で
あ
れ
ば
、「
故
文
耕
堂
之
述
作
」
を
浄
瑠
璃
正
本
『
増
補
大
仏
殿
』
の
本
文

末
に
標
榜
す
る
こ
と
は
、
仮
に
「
竹
本
座
の
先
輩
作
者
に
敬
意
」
を
示
す
た
め
の
も
の

で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
僭
称
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
偽
称
で
あ
ろ
う
。
何
か
益
す

る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
。

　

ま
た
『
増
補
大
仏
殿
』
の
作
者
で
あ
る
浅
田
一
鳥
と
豊
岡
珍
平
が
、『
大
仏
殿
万
代
石

楚
』
と
『
壇
浦
兜
軍
記
』
を
混
同
し
た
と
す
る
説
も
受
け
入
れ
が
た
い
。

　

浄
瑠
璃
正
本
『
増
補
大
仏
殿
』
は
『
大
仏
殿
万
代
石
楚
』
の
初
段
か
ら
三
段
目
ま
で

の
版
木
を
そ
の
ま
ま
流
用
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
ご
く
部
分
的
な
が
ら
も
浄
瑠
璃
本

文
へ
の
修
訂
が
施
さ
れ
て
い
た
。
先
に
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
の
全
て
が
『
増

補
大
仏
殿
』
の
作
者
か
ら
の
依
頼
で
あ
っ
た
か
は
保
証
の
限
り
で
は
な
い
。
し
か
し
、

少
な
く
と
も
初
段
「
熱
田
大
宮
司
館
」
へ
の
修
訂
は
、
四
段
目
の
改
作
内
容
と
連
動
し

て
お
り
、
作
者
か
ら
の
依
頼
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
至
当
で
あ
る
。
浅
田
一
鳥
と
豊

岡
珍
平
は
、
初
段
か
ら
の
見
直
し
作
業
を
経
た
う
え
で
、
四
段
目
と
五
段
目
を
改
作
増

補
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
豊
竹
座
内
に
二
十
年
前
の
作
者
自
筆
原
稿
で
も
残
さ
れ
て

い
な
い
限
り
、事
前
に
目
を
通
し
て
い
た
の
は
刊
本
、す
な
わ
ち
浄
瑠
璃
正
本
（
七
行
本
）

だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
内
題
下
に
は
、
西
沢
一
風
と
田
中
千
柳
の
作
者
署
名
が
あ
る
。

混
同
す
る
余
地
な
ど
あ
る
だ
ろ
う
か
。

　

「
故
文
耕
堂
之
述
作
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
敢
え
て
検
討
し
て
こ
な
か
っ
た
解
釈

が
あ
る
。
僭
称
で
も
偽
称
で
も
混
同
で
も
な
く
、
事
実
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
は
馬
鹿

げ
た
暴
論
で
あ
ろ
う
か
。田
中
千
柳
と
は
文
耕
堂
松
田
和
吉
の
も
う
一
つ
の
筆
名
で
あ
っ

た
、
す
な
わ
ち
松
田
和
吉
が
享
保
八
年
二
月
『
大
塔
宮
曦
鎧
』
以
降
、
何
ら
か
の
事
情

に
よ
り
竹
本
座
を
離
れ
、
豊
竹
座
の
作
者
に
な
っ
た
と
考
え
る
の
は
、
荒
唐
無
稽
に
過

ぎ
る
だ
ろ
う
か
。

　

「
故
文
耕
堂
之
述
作
」
を
事
実
で
あ
っ
た
と
立
証
す
る
に
足
る
資
料
を
、
今
の
段
階

で
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
本
稿
で
は
傍
証
に
は
な
り
そ
う
な
事
項
を
い
く
つ
か
示
し

て
お
き
た
い
と
思
う
。

　

ま
ず
第
一
に
、
文
耕
堂
松
田
和
吉
と
田
中
千
柳
の
二
人
の
活
動
期
間
が
重
な
っ
て
い

な
い
事
。
田
中
千
柳
と
文
耕
堂
、
こ
の
二
人
が
作
者
と
し
て
署
名
し
た
浄
瑠
璃
正
本
は

同
年
同
月
に
刊
行
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
。
と
い
う
よ
り
も
、
文
耕
堂
松
田
和
吉
の
休
筆

期
間
に
、
田
中
千
柳
の
活
動
期
間
は
完
全
に
収
ま
っ
て
し
ま
う
。

　

難
点
は
、「
ち
り
や
く
の
万
歳
と
申
絵
図
」（
前
出
）
を
禁
止
す
る
触
が
出
た
の
が
享

保
八
年
六
月
、『
井
筒
屋
源
六
恋
寒
晒
』
の
初
演
が
同
年
七
月
と
推
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
松
田
和
吉
の
竹
本
座
か
ら
の
離
脱
が
「
絵
図
」
の
一
件
と
関
係
し
て
い
た
の

だ
と
し
た
ら
、
二
人
を
同
一
人
物
と
す
る
に
は
隔
て
る
日
数
が
少
な
す
ぎ
る
。
退
座
す

る
前
か
ら
移
籍
後
の
浄
瑠
璃
を
用
意
し
て
い
た
か
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、『
井
筒
屋
源
六
恋
寒
晒
』
は
現
存
諸
本
の
奥
書
か
ら
、
初
演
が
享
保
九
年
あ

る
い
は
翌
十
年
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、

豊
竹
座
で
の
第
一
作
は
享
保
八
年
十
一
月
『
建
仁
寺
供
養
』
と
な
る
。
田
中
千
柳
は
享

保
十
年
正
月
か
ら
十
月
ま
で
、
四
作
の
浄
瑠
璃
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。
筆
の
早
い
作
者
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で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

田
中
千
柳
が
「
不
作
」
を
理
由
に
豊
竹
座
を
離
れ
た
の
は
、
享
保
十
年
十
月
『
大
仏

殿
万
代
石
楚
』
以
後
で
あ
る
。
享
保
十
一
年
に
執
筆
さ
れ
た
『
今
昔
操
年
代
記
』
の
記

事
「
都
の
方
へ
登
ら
れ
し
と
也
」
が
、
田
中
千
柳
の
足
跡
と
し
て
た
ど
る
こ
と
の
で
き

る
最
後
の
も
の
と
な
る
。
そ
し
て
同
年
十
月
、
京
都
亀
谷
粂
太
郎
座
の
番
付
に
よ
り
、

松
田
和
吉
が
歌
舞
伎
作
者
に
転
向
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
つ
ま
り
田
中
千
柳

の
消
息
が
「
都
の
方
へ
登
ら
れ
し
」
で
途
絶
え
る
と
、
時
を
同
じ
く
し
て
松
田
和
吉
の

京
都
で
の
動
静
が
明
ら
か
と
な
る
。
勿
論
、
単
な
る
偶
然
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

こ
の
時
期
の
歌
舞
伎
の
番
付
は
、残
存
数
が
極
め
て
少
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
っ

て
も
、
興
味
深
い
符
合
で
は
あ
る
。

　

田
中
千
柳
の
諸
作
は
、
傾
向
と
し
て
近
松
門
左
衛
門
の
影
響
を
受
け
た
も
の
が
少
な

く
な
い
事
。『
浄
瑠
璃
作
品
要
説
』
が
原
拠
や
先
行
作
等
々
と
し
て
挙
げ
て
い
る
浄
瑠
璃

作
品
（
古
浄
瑠
璃
を
含
む
）
を
次
に
列
挙
す
る
。

『
頼
政
追
善
芝
』　
　
　

宇
治
加
賀
少
掾
正
本
『
源
三
位
頼
政
』（
近
松
存
偽
作
）

『
女
蝉
丸
』　
　
　
　
　

近
松
門
左
衛
門
『
せ
み
丸
』

『
大
仏
殿
万
代
石
楚
』　

松
本
治
太
夫
正
本
『
鎌
倉
袖
日
記
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
松
門
左
衛
門
『
景
清
』

　

こ
れ
以
外
の
五
作
に
つ
い
て
、『
浄
瑠
璃
作
品
要
説
』
は
浄
瑠
璃
の
先
行
作
等
を
示
し

て
い
な
い

（
一
三
）。

　

近
松
浄
瑠
璃
と
の
関
係
は
、『
頼
政
追
善
芝
』
と
『
女
蝉
丸
』
は
そ
の
改
作
、『
大
仏

殿
万
代
石
楚
』
は
強
い
影
響
を
受
け
た
先
行
作
で
あ
る
。
結
び
付
き
は
一
様
で
は
な
い
。

し
か
し
不
可
思
議
な
の
は
、
豊
竹
座
の
先
輩
作
者
で
あ
っ
た
は
ず
の
紀
海
音
、
そ
の
影

響
を
受
け
て
成
立
し
た
も
の
と
指
摘
さ
れ
る
作
品
が
無
い
こ
と
で
あ
る
。

　

松
田
和
吉
は
、
近
松
門
左
衛
門
の
添
削
を
受
け
た
作
品
が
上
演
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
浄

瑠
璃
作
者
と
し
て
本
格
的
な
活
動
に
入
ろ
う
と
し
て
い
た
直
後
、
竹
本
座
の
浄
瑠
璃
正

本
か
ら
名
前
が
消
え
る
。
豊
竹
座
に
移
籍
し
、
田
中
千
柳
と
し
て
浄
瑠
璃
作
品
を
執
筆

し
て
い
た
の
だ
と
し
た
ら
、
田
中
千
柳
名
義
の
諸
作
品
と
は
、
即
ち
文
耕
堂
の
初
期
作

品
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
紀
海
音
の
影
響
作
が
無
か
っ
た
と
し
て
も
、
浄
瑠
璃
作
者
と

し
て
真
っ
先
に
使
え
る
抽
斗
、
基
礎
素
養
が
近
松
作
品
に
偏
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
竹

本
座
で
修
業
を
積
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
松
田
和
吉
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
不
思
議
は
な

い
。

　

最
後
に
、
文
耕
堂
と
田
中
千
柳
は
、
そ
の
作
風
に
著
し
い
懸
隔
が
な
い
事
。

史
実
や
伝
説
に
と
ら
わ
れ
、
奇
抜
に
あ
る
い
は
荒
唐
無
稽
に
脚
色
す
る
こ
と
が
少

な
く
、
平
板
で
素
直
な
作
柄
で
あ
り
、〈
中
略
〉
ヤ
マ
が
少
な
く
、
奇
想
天
外
の
趣

に
乏
し
い
と
い
う
評
も
あ
る
。

ヤ
マ
ら
し
い
ヤ
マ
、
突
飛
な
意
表
を
突
く
趣
向
が
な
い
反
面
、
内
面
的
に
微
妙
な

感
情
の
揺
曳
、
複
雑
な
心
理
過
程
の
描
出
が
見
ら
れ
る
。

　
　
　

岩
波
書
店
『
日
本
古
典
文
学
大
事
典
』「
文
耕
堂
」
項
（
執
筆
：
横
山
正
）

構
成
面
に
弱
点
が
あ
り
、
全
体
に
地
味
に
す
ぎ
る
も
の
の
、
文
章
も
熟
達
し
、
人

物
の
性
格
・
心
理
の
描
写
も
自
然
で
、
情
味
が
あ
る
。

す
ぐ
れ
た
作
家
で
あ
り
な
が
ら
、
個
性
が
強
く
、
一
つ
の
テ
ー
マ
に
執
着
し
す
ぎ
、

作
品
に
華
や
か
さ
を
欠
く
こ
と
も
顧
み
な
か
っ
た
た
め
に
、
興
行
的
に
不
成
功
に

終
わ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　

岩
波
書
店
『
日
本
古
典
文
学
大
事
典
』「
田
中
千
柳
」
項
（
執
筆
：
内
山
美
樹
子
）

　

個
々
人
に
よ
っ
て
評
価
軸
が
異
な
る
で
あ
ろ
う
作
柄
や
作
風
は
、
客
観
的
な
指
標
と

は
な
り
に
く
い
か
も
知
れ
な
い
。
そ
う
で
は
あ
っ
て
も
、文
耕
堂「
平
板
で
素
直
な
作
柄
」

「
ヤ
マ
ら
し
い
ヤ
マ
、
突
飛
な
意
表
を
突
く
趣
向
が
な
い
」
と
田
中
千
柳
「
全
体
に
地
味
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に
す
ぎ
る
」「
作
品
に
華
や
か
さ
を
欠
く
」、
文
耕
堂
「
内
面
的
に
微
妙
な
感
情
の
揺
曳
、

複
雑
な
心
理
過
程
の
描
出
」
と
田
中
千
柳
「
人
物
の
性
格
・
心
理
の
描
写
も
自
然
」
は
、

作
風
と
し
て
正
反
対
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
と
見
な
し
て
よ

い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

さ
ら
に
、
作
品
を
支
え
る
浄
瑠
璃
作
者
と
し
て
の
理
念
に
つ
い
て
も
、
そ
の
共
通
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

竹
本
座
の
文
耕
堂
（
松
田
和
吉
）、
竹
田
出
雲
の
優
れ
た
作
品
な
い
し
そ
の
一
部
及

び
豊
竹
座
の
田
中
千
柳
の
作
品
全
般
に
見
ら
れ
る
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
は
、
体
制
の

枠
を
越
え
た
作
者
の
主
張
で
あ
る
。
但
し
、
体
制
の
望
む
所
と
結
果
的
に
合
致
す

る
面
は
あ
っ
た
ろ
う
。
体
制
側
の
期
待
か
ら
最
も
遠
い
劇
の
思
想
は
、
豊
竹
座
の

田
中
千
柳
の
後
任
、
並
木
宗
輔
の
戯
曲
に
見
出
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
山
美
樹
子
『
浄
瑠
璃
史
の
十
八
世
紀
』

　

以
下
は
、
田
中
千
柳
が
文
耕
堂
の
別
号
だ
っ
た
と
仮
定
し
て
の
推
論
で
あ
る
。

　

西
沢
一
風
は
『
今
昔
操
年
代
記
』
で
「
平へ

い
あ
ん
ど
う

安
堂
の
な
が
れ
を
く
ん
で
一
作
な
さ
る
ゝ

人

く
」（
前
出
）、
即
ち
当
時
の
浄
瑠
璃
作
者
と
し
て
五
人
（
自
身
を
含
め
る
と
六
人
）

の
名
前
を
挙
げ
て
い
る
。
紀
海
音
、
竹
田
出
雲
（
初
代
）、
松
田
和
吉
、
並
木
宗
助
（
宗

輔
）、安
田
蛙
文
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、松
田
和
吉
は
三
作
（
脇
作
者
で
あ
っ
た
『
大

塔
宮
曦
鎧
』
を
入
れ
て
も
四
作
）
が
上
演
さ
れ
て
い
た
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
う
え
休
筆

中
で
三
年
以
上
に
わ
た
っ
て
新
作
が
無
か
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
す
で
に
計
八
作
を
書

き
上
げ
て
い
た
田
中
千
柳
の
名
前
は
な
い
。「
浄
る
り
の
作
者
す
く
な
き
も
の
」（
前
出
）

と
述
懐
し
て
い
た
の
は
一
風
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
年
ま
で
現
役
だ
っ
た
田

中
千
柳
を
、
完
全
に
引
退
で
も
し
た
か
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
る
。
反
対
に
、
こ
の
時
点

で
は
大
き
な
実
績
を
上
げ
て
お
ら
ず
、さ
ら
に
当
時
は
復
帰
の
見
込
み
も
定
か
で
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
松
田
和
吉
を
、
あ
え
て
浄
瑠
璃
作
者
の
一
人
と
し
て
数
え
て
い
た
。
二
人

は
並
べ
て
名
前
を
出
す
必
要
が
無
か
っ
た
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

文
耕
堂
の
署
名
を
記
し
た
最
後
の
作
品
『
新
う
す
ゆ
き
物
語
』
の
初
演
か
ら
約
四
年

後
の
延
享
二
年
（
一
七
二
五
）、
豊
竹
座
の
座
付
き
作
者
と
し
て
は
田
中
千
柳
の
後
任
に

あ
た
る
並
木
宗
輔
が
、
竹
本
座
に
移
籍
し
並
木
千
柳
と
改
名
す
る
。

　

宗
輔
が
千
柳
を
名
乗
っ
た
理
由
は
、
裏
付
け
る
資
料
は
欠
く
も
の
の
、
師
事
し
て
い

た
か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
師
弟
関
係
が
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
私
淑

し
て
い
た
こ
と
の
表
れ
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
う
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

た
だ
、
田
中
千
柳
が
文
耕
堂
の
も
う
一
つ
の
号
で
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
か
つ
て
竹
本
座

の
松
田
和
吉
が
豊
竹
座
で
使
っ
て
い
た
筆
名
を
、
豊
竹
座
の
並
木
宗
輔
が
竹
本
座
で
名

乗
っ
た
こ
と
に
な
る
。
近
松
門
左
衛
門
、
文
耕
堂
と
続
く
流
れ
の
中
に
い
る
浄
瑠
璃
作

者
で
あ
る
こ
と
の
表
明
あ
る
い
は
気
負
い
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
　
　

九　

結　

語

　

本
稿
の
目
的
は
、『
増
補
大
仏
殿
』
本
文
末
の
付
記
「
故
文
耕
堂
之
述
作
」
に
つ
い
て

関
連
す
る
問
題
点
を
整
理
す
る
こ
と
に
あ
る
。
取
り
分
け
、「
故
文
耕
堂
之
述
作
」
を
文

字
通
り
に
解
釈
し
た
場
合
、
果
た
し
て
事
実
と
し
て
成
立
す
る
の
か
、
そ
の
検
討
に
重

点
が
あ
っ
た
と
言
い
換
え
て
も
よ
い
。

　

無
論
、
事
実
と
し
て
成
り
立
ち
う
る
こ
と
を
示
せ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
立

証
し
た
こ
と
に
な
ら
な
い
。
た
だ
、
複
数
の
解
釈
が
可
能
な
「
故
文
耕
堂
之
述
作
」
に

つ
い
て
、
文
字
通
り
の
事
実
と
し
て
解
釈
す
る
と
い
う
選
択
肢
、
そ
れ
が
検
討
に
値
す

る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
の
提
起
、
そ
の
程
度
の
役
割
で
あ
れ
ば
果
た
せ
た
の
で
は
あ
る

ま
い
か
。
少
な
く
と
も
、
現
時
点
に
お
い
て
は
、
完
全
に
排
除
あ
る
い
は
否
定
し
去
る

こ
と
が
で
き
な
い
選
択
肢
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
確
か
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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【
注
】

（
一
）
内
山
美
樹
子
「「
梅
屋
渋
浮
名
色
揚
」
の
成
立
」、『
日
本
演
劇
学
会
紀
要
』
22
（
一

九
八
四
・
三
）。

（
二
）
三
好
松
洛
の
生
歿
年
。
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
一
月
竹
本
座
初
演
『
妹
背
山

婦
女
庭
訓
』
の
正
本
本
文
末
に
記
さ
れ
た
作
者
連
名
中
で
「
行
年
七
十
六
歳
」。
同

年
十
二
月
竹
本
座
初
演
『
桜
御
所
五
十
三
駅
』
の
正
本
を
最
後
に
名
前
が
見
え
な

く
な
る
こ
と
か
ら
、
程
な
く
歿
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
歿
年

を
仮
に
明
和
九
年
頃
と
し
た
。

（
三
）西
沢
一
風『
今
昔
操
年
代
記
』か
ら
の
引
用
は『
西
沢
一
風
全
集
』第
六
巻
に
拠
る
。

な
お
、
引
用
に
際
し
て
は
一
部
表
記
等
を
改
め
た
所
が
あ
る
。
以
下
同
断
。

（
四
）「
根
本
極
未
之
年
役
者
附
」
未
見
。
伊
原
敏
郎
『
歌
舞
伎
年
表
』
に
も
享
保
十
一

年
松
嶋
座
顔
見
世『
唐
錦
妹
背
褥
』の
配
役
に
続
い
て「
松
嶋
座
顔
み
せ
役
者
附
に
、

狂
言
作
者
、
大
坂
松
田
和
吉
と
あ
り
。
文
耕
堂
の
事
。」
と
あ
る
。

（
五
）
前
出
。
注
（
一
）
参
照
。

（
六
）
岩
波
書
店
『
近
松
全
集
』
第
十
四
巻
二
八
一
頁
・
四
〇
七
頁
。

（
七
）
前
出
。
注
（
一
）
参
照
。

（
八
）『
水
谷
不
倒
著
作
集
』
第
四
巻
「
世
話
浄
瑠
璃
十
九
種
」
に
再
録
。

（
九
）
西
沢
一
鳳
『
伝
奇
作
書
後
集
』
上
の
巻
に
「
当
世
栄
花
物
語
の
序
」「
同
初
編
よ

り
六
編
ま
で
の
目
録
」
を
収
載
。

（
十
）『
大
漢
和
辞
典
』
は
「
不
作
」
を
、（
一
）「
作
ら
ぬ
。
耕
さ
ぬ
。」、（
二
）「
起
ら

ぬ
。
世
に
出
で
ぬ
。」、（
三
）「
凶
作
。」
と
解
説
。『
日
本
国
語
大
辞
典
』
は
、（
一
）

「
耕
作
し
な
い
こ
と
」、（
二
）「
作
物
の
出
来
が
悪
い
こ
と
」、（
三
）「
一
般
に
、
作

品
な
ど
の
出
来
が
悪
こ
と
」
と
す
る
が
、（
三
）
に
は
用
例
が
な
い
。

（
一
一
）
門
田
恭
子
「
田
中
千
柳
小
考
」、『
演
劇
学
』
18
（
一
九
七
七
・
三
）。

（
一
二
）『
大
仏
殿
万
代
石
楚
』
初
段
の
場
面
構
成
は
、
大
序
「
鎌
倉
鶴
岡
八
幡
宮
」、

序
中
「
熱
田
大
宮
司
館
」、
序
切
「
尾
張
鳴
海
潟
」。
大
序
の
時
間
設
定
は
文
治
五

年
（
一
一
八
九
）
二
月
一
日
。
序
中
と
序
切
は
、
日
付
時
候
の
記
述
は
な
い
が
、

お
そ
ら
く
同
日
の
出
来
事
。
そ
こ
か
ら
大
き
な
日
数
を
隔
て
て
い
な
い
二
段
目
の

口
「
駿
河
国
清
見
寺
宿
」
は
同
年
五
月
中
旬
。
壇
ノ
浦
の
合
戦
は
寿
永
四
年
（
一

一
八
五
）
三
月
。

（
一
三
）
黒
木
勘
蔵
『
浄
瑠
璃
史
』
は
、
他
に
『
身
替
弬
張
月
』
を
『
忠
臣
身
替
物
語
』

（
近
松
存
疑
作
）
の
改
作
、『
昔
米
万
石
通
』
の
先
行
作
を
近
松
門
左
衛
門
『
寿
門
松
』

と
す
る
。
同
書
で
も
紀
海
音
と
の
関
連
性
は
、『
井
筒
屋
源
六
恋
寒
晒
』
に
つ
い
て

「
海
音
の
『
傾
城
思
升
屋
』
な
ど
に
似
通
ひ
た
る
作
意
で
あ
る
」
と
指
摘
す
る
の
み
。
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《
主
要
参
考
文
献
》

『
竹
本
義
太
夫
浄
瑠
璃
正
本
集
』
大
学
堂
書
店

『
近
松
全
集
』
岩
波
書
店

『
西
沢
一
風
全
集
』
汲
古
書
院

『
義
太
夫
節
浄
瑠
璃
未
翻
刻
作
品
集
成　

梅
屋
渋
浮
名
色
揚
』
玉
川
大
学
出
版
部

『
義
太
夫
節
浄
瑠
璃
未
翻
刻
作
品
集
成　

須
磨
都
源
平
躑
躅
』
玉
川
大
学
出
版
部

『
叢
書
江
戸
文
庫　

竹
本
座
浄
瑠
璃
集
［
二
］』
国
書
刊
行
会

『
叢
書
江
戸
文
庫　

豊
竹
座
浄
瑠
璃
集
［
一
］』
国
書
刊
行
会

『
浄
瑠
璃
作
品
要
説
〈
５
〉
西
沢
一
風
・
並
木
宗
輔
篇
』
日
本
芸
術
文
化
振
興
会

『
浄
瑠
璃
作
品
要
説
〈
６
〉
為
永
太
郎
兵
衛
・
浅
田
一
鳥
篇
』
日
本
芸
術
文
化
振
興
会

『
浄
瑠
璃
作
品
要
説
〈
８
〉
錦
文
流
ほ
か
篇
』
日
本
芸
術
文
化
振
興
会

『
水
谷
不
倒
著
作
集
』
中
央
公
論
社

内
山
美
樹
子
『
浄
瑠
璃
史
の
十
八
世
紀
』
勉
誠
社

黒
石
陽
子
『
近
松
以
後
の
人
形
浄
瑠
璃
』
岩
田
書
院

黒
木
勘
蔵
『
浄
瑠
璃
史
』
青
磁
社

園
田
民
雄
『
浄
瑠
璃
作
者
の
研
究
』
東
京
堂

長
友
千
代
治
『
近
世
上
方
浄
瑠
璃
本
出
版
の
研
究
』
東
京
堂
出
版

※
本
稿
は
課
題
番
号16H

08890

基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
近
松
没
後
義
太
夫
節
浄
瑠
璃
作
品

の
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
を
利
用
し
た
包
括
的
研
究
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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Study on the Author of Ningyo Joruri Daibutsuden Bandai no Ishizue

Ijima  Mitsuru

　　The authors of Ningyo Joruri Daibutsuden Bandai no Ishizue are Nishizawa Ippu and Tanaka 

Senryu. Their names appear after the title on the published script. Zoho Diabutsuden Bandai no 

Ishizue is its revised version. At the end of the published script, the names of Asada Itcho and 

Toyo-oka Chinpei are given as the names of authors. There the name of Bunkodo is given as the 

author of Daibutsuden Bandai no Ishizue.

　　This study explores the issues that have been debated with regard to Bunkodo having been 

listed on the performance script of Zoho Daibutsuden Bandai no Ishizue, not Nishizawa Ippu and 

Tanaka Senryu, as the author of Daibutsuden Bandai no Ishizue. It also presents the possibility that 

Tanaka Senryu and Bunkodo are the same person. 
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